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(57)【要約】
システムおよび方法は、ポータブル電子デバイスによっ
て取得された情報を使用して興味あるビデオを識別する
ように動作可能である。例示的な一実施形態は、興味あ
るビデオに関して取得された情報を受信し、取得された
情報はポータブル電子デバイスによって取得されたもの
である。例示的な一実施形態は、取得された情報に基づ
いて、興味あるビデオの素性を判定し、メディアデバイ
スへと興味あるビデオを通信する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポータブル電子デバイスによって取得される情報を使用して興味ある複数のビデオを識
別するための方法であって、
　興味あるビデオに関して前記取得された情報を受信するステップであって、前記取得さ
れた情報は、前記ポータブル電子デバイスによって取得されたものである、ステップと、
　前記取得された情報に基づいて、興味ある前記ビデオの素性を判定するステップと、
　興味ある前記ビデオをメディアデバイスへと通信するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　携帯電話ベース通信ネットワークから前記取得された情報を受信するステップを含み、
　前記携帯電話通信ベースネットワークへと、前記ポータブル電子デバイスから伝送され
たワイヤレス信号を使用して、前記取得された情報が通信される、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　興味ある前記ビデオのタイトルの捕捉された画像を受信するステップを含み、興味ある
前記ビデオの前記素性は、興味ある前記ビデオの前記タイトルを判定するように構成され
た文字認識エンジンを使用して判定される、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　興味ある前記ビデオに関連するバーコードの捕捉された画像を受信するステップを含み
、
　興味ある前記ビデオの前記素性は、前記バーコード識別子の複数の数字を判定するよう
に構成された文字認識エンジンを使用して判定される、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　スキャンされたバーコードを受信するステップを含み、興味ある前記ビデオの前記素性
は、前記バーコード識別子の前記複数の数字を判定するように構成されたバーコード識別
エンジンを使用して判定される、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　興味ある前記ビデオのタイトルに対応する音声情報を受信するステップを含み、
　興味ある前記ビデオの前記素性は、興味ある前記ビデオの前記タイトルを判定するよう
に構成された音声認識エンジンを使用して判定される、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　メディアデバイスへと興味ある前記ビデオを通信するステップは、
　ビデオオンデマンドシステムから興味ある前記ビデオを検索するステップを含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　興味ある前記ビデオは、ペイフォービュービデオであって、メディアデバイスへと、興
味ある前記ビデオを通信するステップは、
　前記メディアデバイスへと支払い通知を通信するステップと、
　前記ペイフォービュービデオ用の支払の認可を受信するステップと、
を含み、
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　興味ある前記ビデオは、前記ペイフォービュービデオ用の前記支払の前記認可を受信す
るステップに応じて通信される、
ことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ペイフォービュービデオ用の前記支払の前記認可を受信するステップは、
　前記ポータブル電子デバイスから、前記ペイフォービュービデオ用の前記支払の前記認
可を受信するステップを含む、
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記メディアデバイスへと通知を通信するステップをさらに含み、前記通知は、興味あ
る前記ビデオの予定された提示に関する情報を含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報は、興味ある前記ビデオのタイト
ルの捕捉された画像であり、前記方法は、
　前記メディアデバイスへと前記捕捉された画像を通信するステップをさらに含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ポータブル電子デバイスによって取得された情報に基づいて識別される、興味ある複数
のビデオを提示するように構成されたメディアデバイスであって、
　メディア送達ネットワークに結合され、コンテンツプロバイダシステムから複数のプロ
グラムコンテンツストリームを受信するように構成されたプログラムコンテンツストリー
ムインターフェイスと、
　メディア提示デバイスへと、興味あるビデオに対応する前記複数のプログラムコンテン
ツストリームのうちの少なくとも一つを通信するように構成された提示デバイスインター
フェイスと、
を含み、
　興味ある前記ビデオは、前記ポータブル電子デバイスによって取得された情報に基づい
て識別される、
ことを特徴とするメディアデバイス。
【請求項１３】
　プロセッサシステムと、
　前記プロセッサシステムと通信可能なように結合され、文字認識エンジンを格納するよ
うに構成されたメモリと、
　前記プロセッサシステムと通信可能なように結合され、前記ポータブル電子デバイスに
よって取得された捕捉された画像情報を受信するように構成された通信システム送受信機
と、をさらに含み、前記受信された捕捉画像情報は、興味ある前記ビデオに関連付けられ
たタイトルおよびバーコード識別子のうちの少なくとも一つを含み、
　前記プロセッサシステムは、前記タイトルと前記バーコード識別子の数字のうちの少な
くとも一つに基づいて、興味ある前記ビデオを識別するために、前記文字認識エンジンを
実行するように構成され、
　興味ある前記ビデオは、ビデオオンデマンドシステムから検索される、
ことを特徴とする請求項１２に記載のメディアデバイス。
【請求項１４】
　プロセッサシステムと、
　前記プロセッサシステムと通信可能なように結合され、バーコード識別エンジンを格納
するように構成されたメモリと、
　前記プロセッサシステムと通信可能なように結合され、前記ポータブル電子デバイスか
ら取得された、スキャンされたバーコード情報を受信するように構成された通信システム
送受信機と、をさらに含み、
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　前記プロセッサシステムは、前記バーコード識別子の数字に基づいて、興味ある前記ビ
デオを識別するために、前記バーコード識別エンジンを実行するように構成され、
　興味ある前記ビデオは、ビデオオンデマンドシステムから検索される、
ことを特徴とする請求項１２に記載のメディアデバイス。
【請求項１５】
　ポータブル電子デバイスによって取得された情報を使用して、興味ある複数のビデオを
識別するための方法であって、
　興味あるビデオに関して前記取得された情報をメディアデバイスで受信するステップで
あって、前記取得された情報は、前記ポータブル電子デバイスによって取得されたもので
あるステップと、
　前記取得された情報に基づいて、興味ある前記ビデオの素性を判定するステップと、
を含む、
ことを特徴とする方法。
【請求項１６】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　興味ある前記ビデオのタイトルの捕捉された画像を受信するステップを含み、興味ある
前記ビデオの前記素性は、興味ある前記ビデオの前記タイトルを判定するように構成され
た文字認識エンジンを使用して判定される、
ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　提示デバイスへと前記捕捉された画像を通信するステップをさらに含み、前記提示デバ
イスは、ディスプレイ上に前記捕捉された画像を提示するように構成される、
ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　興味ある前記ビデオに関連付けられたバーコードの補足された画像を受信するステップ
を含み、
　興味ある前記ビデオの前記素性は、前記バーコード識別子の前記複数の数字を判定する
ように構成された文字認識エンジンを使用して判定される、
ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　スキャンされたバーコードを受信するステップを含み、興味ある前記ビデオの前記素性
は、前記バーコード識別子の前記複数の数字を判定するように構成されたバーコード識別
エンジンを使用して判定される、
ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　興味ある前記ビデオをビデオオンデマンドシステムから検索するステップをさらに含む
、
ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
 
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　折に触れて、クライアントは、映画レンタル店などの販売店でビデオのレンタルおよび
／もしくは購入を望む可能性がある。特に、そのビデオが人気がある、および／もしくは
新発売である場合には、興味あるビデオが、常に利用可能であるとは限らない。
【０００２】
　他の状況においては、クライアントは、クーポンなどを持っているときなど、一つのビ
デオもしくは限られた数のビデオをレンタルもしくは購入するために、ビデオ販売店にい
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るだけかもしれない。しかしながら、クライアントは、その後になってレンタルおよび／
もしくは購入を望む可能性のある、興味ある幾つかのビデオを見出すかもしれない。さら
には、クライアントは、レンタルおよび／もしくは購入を決定する前に、興味あるビデオ
に関する興味深い補足情報を調査することを望むかもしれない。
【０００３】
　他の状況においては、クライアントは、任意の特定のビデオをレンタルおよび／もしく
は購入しようとして見ていることさえしていないかもしれない。例えば、クライアントは
、ビデオレンタルおよび／もしくはアウトレット販売の存在する食料品店もしくはショッ
ピングモールで買い物をしているかもしれない。クライアントは、その後になってレンタ
ルおよび／もしくは購入を望むかもしれない一つ以上の興味あるビデオを見つけるかもし
れない。または、クライアントは、単に興味あるビデオに関する、興味ある補足情報を調
査することを望むかもしれない。
【０００４】
　したがって、レンタルおよび／もしくは購入用に、興味あるビデオにアクセスするため
の、よりクライアントが使いやすいシステムおよび方法を提供する必要性が本技術分野に
は存在する。さらに、興味あるビデオに関する補足情報を取得するための、よりクライア
ントが使いやすいシステムおよび方法を提供する必要性が本技術分野には存在する。
【発明の概要】
【０００５】
　ポータブル電子デバイスによって取得された情報を使用して、興味あるビデオを識別す
るシステムおよび方法が開示される。例示的な実施形態は、興味あるビデオに関して取得
された情報を受信し、取得された情報は、ポータブル電子デバイスによって取得されたも
のである。例示的な実施形態は、取得された情報に基づいて、興味あるビデオの素性を判
定し、メディアデバイスへと興味あるビデオを通信する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
　望ましい代替の実施形態は、添付の図面に関連して、以下に詳細に記述される。
【図１】ビデオ情報および取得システムの一実施形態のブロック図である。
【図２】コンテンツプロバイダシステムで実施されるビデオ情報および取得システムの一
実施形態のブロック図である。
【図３】メディアデバイスで実施されるビデオ情報および取得システムの一実施形態のブ
ロック図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　図１は、ビデオ情報および取得システム１００の一実施形態のブロック図である。興味
ある一つ以上のビデオがレンタルおよび／もしくは購入用に利用可能ではない場合、また
は、ユーザが、単に興味あるビデオに関する補足情報を得ることを望む場合には、ビデオ
情報および取得システム１００の実施形態は、ユーザが後でレンタルおよび／もしくは購
入することが可能なように、または、ユーザが興味ある一つ以上のビデオ用の補足情報を
得ることが可能なように、構成される。
【０００８】
　しばしば、興味あるビデオのタイトル１０４を示す、および／もしくは、興味あるビデ
オのバーコード識別子１０６を示す、ビデオボックス、ディスプレイボックス、ポスター
もしくは他の広告メディア１０２が存在する。バーコード識別子１０６の実施例は、ユニ
バーサルプロダクトコード（ＵＰＣ）もしくは欧州商品コード（ＥＡＮ）を含むが、その
いずれにも限定はされない。
【０００９】
　ビデオ情報および取得システム１００の実施形態は、ポータブル電子デバイス１０８を
使用して、ユーザがタイトル１０４および／もしくはバーコード識別子１０６の画像を捕
捉することを可能にするように構成される。その代わりに、もしくはそれに加えて、実施
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形態は、ユーザがタイトル１０４および／もしくはバーコード識別子１０６をスキャンす
ることが可能なように構成されてもよい。その代わりに、もしくはそれに加えて、ユーザ
は、ポータブル電子デバイス１０８上のボタンを使用して、タイトルおよび／もしくはバ
ーコード識別子の数字を手動でキー入力してもよい。さらには、実施形態は、発話された
タイトルもしくはバーコード番号など、ユーザからの音声情報を受信するように構成され
てもよい。
【００１０】
　ポータブル電子デバイス１０８の実施形態は、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、イ
ンターネットおよびマルチメディアが可能なスマートフォンもしくは他のポータブル電子
デバイスであってもよい。ポータブル電子デバイス１０８の幾つかの実施形態は、ハンド
ヘルドスキャナもしくはカメラなどの専用デバイスを含んでもよい。捕捉された画像情報
、スキャンされた情報、入力されたテキスト情報、および／もしくは発話された情報は、
興味あるビデオを識別するために受信された情報を処理する別のデバイスへと、ポータブ
ル電子デバイス１０８から通信されるか、またはダウンロードされる。
【００１１】
　タイトル１０４および／もしくはバーコード識別子１０６に基づいて、ビデオ情報およ
び取得システム１００の実施形態は、ユーザのメディアデバイス１１０において、レンタ
ルおよび／もしくは購入用の興味あるビデオを提供し、興味あるビデオの利用可能　スケ
ジュールを提供し、ならびに／または、興味あるビデオに関する補足情報を提供するよう
に構成される。ユーザのメディアデバイス１１０は、ユーザの住居、オフィス、もしくは
他の位置に配置されてもよい。
【００１２】
　メディアデバイス１１０は、コンテンツプロバイダシステム１１２からメディアコンテ
ンツを受信するように構成される。メディアコンテンツは、メディア送達ネットワーク１
１４を介して、ユーザのメディアデバイス１１０へと送達される。メディア送達ネットワ
ーク１１４の実施例は、衛星システム、ＯＴＡ地上波システム、ケーブルシステム、光フ
ァイバシステム、および／もしくはインターネットを含むがそのいずれにも限定はされな
い。送達されたメディアコンテンツは、興味あるビデオおよび／もしくは補足情報も含む
が、メディア提示デバイス１１８のディスプレイ１１６上に提示される。メディア提示デ
バイス１１８の実施例は、テレビ、パーソナルコンピュータ、モニタなどを含むが、その
いずれにも限定はされない。
【００１３】
　ポータブル電子デバイス１０８は、興味あるビデオのタイトル１０４および／もしくは
バーコード識別子１０６の画像を捕捉するように構成された、画像捕捉デバイス１２０を
含む。画像捕捉デバイス１２０は、カメラなどを含んでもよい。その代わりに、もしくは
それに加えて、画像捕捉デバイス１２０はタイトル１０４および／もしくはバーコード識
別子１０６をスキャンするように構成されたスキャナであってもよい。
【００１４】
　種々の実施形態においては、ユーザは、ポータブル電子デバイス１０８を使用して、タ
イトル１０４および／もしくはバーコード識別子１０６の画像情報を取得する。興味ある
ビデオは、種々の方法で識別されうる。補足された画像が提供されると、例示的な一実施
形態は、文字認識アルゴリズムを使用して、タイトル１０４に基づいて興味あるビデオを
識別する。スキャンされた情報が提供されると、タイトル１０４は、タイトル１０４のス
キャンされた画像に基づいて識別されてもよい。その代わりに、もしくはそれに加えて、
興味あるビデオは、バーコード認識アルゴリズムを使用して、バーコード識別子１０６の
捕捉された画像および／もしくはバーコード識別子１０６のスキャンされた画像に基づい
て識別されてもよい。音声情報が受信されると、タイトル１０４および／もしくはバーコ
ード識別子１０６は、音声認識アルゴリズムを使用して判定されてもよい。その代わりに
、もしくはそれに加えて、音声情報は興味あるビデオのサウンドクリップもしくはダイア
ログ（対話）トラックを含んでもよい。例えば、特に周知の歌もしくは周知のフレーズが
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興味あるビデオを識別するために使用されてもよい。キー入力されたテキスト情報が使用
されるとき、タイトル１０４および／もしくはバーコード識別子１０６は、受信されたテ
キスト情報から決定されてもよい。
【００１５】
　例示的なポータブル電子デバイス１０８は、携帯電話として図示されており、携帯電話
は、典型的には、テキストもしくは数字を指定するためのオンボード（組み込まれた）カ
メラ（画像捕捉デバイス１２０）、（図示されていない）マイクおよび複数のキーボタン
１２４を有する。ユーザは、カメラをビデオディスプレイボックス、ポスターもしくは他
の広告メディア１０２に対して向けることによって、タイトル１０４および／もしくはバ
ーコード識別子１０６の画像を捕捉する。ポータブル電子デバイス１０８の表面上の画像
捕捉ボタン１２２などは、興味あるビデオに関する画像情報を取得するために、ユーザに
よって動作する。ポータブル電子デバイス１０８の幾つかの実施形態は、取得された情報
の画像１２８が確認のためにユーザに対して提示されうるディスプレイ１２６をその上に
含む。
【００１６】
　ユーザがディスプレイボックス、ポスターもしくは他の広告メディア１０２の画像に満
足する場合には、ユーザは、確認ボタン１３０（もしくはポータブル電子デバイス１０８
の構成に依存して別のボタン）を動作させ、興味あるビデオに関して取得され捕捉された
画像情報を伝送および／もしくは保存する。興味あるビデオに関して取得され捕捉された
画像情報が保存される場合、その後で別のデバイスにダウンロードすることが可能である
。取得されたスキャンされた情報、音声情報および／もしくはキー入力されたテキスト情
報は、同様に伝送されおよび／もしくは保存されてもよい。
【００１７】
　ポータブル電子デバイス１０８の実施形態がワイヤレス携帯電話システムおよび／もし
くはワイヤレスインターネットが可能なシステムを介する通信に使用可能であるとき、興
味あるビデオに関して取得された情報は、確認ボタン１３０の動作によってワイヤレス信
号を介して通信されてもよい。取得された情報は、通信ネットワーク１３４へとワイヤレ
ス信号１３２として通信される。例えば、ポータブル電子デバイス１０８がワイヤレス携
帯電話ベースの通信ネットワーク１３４を介した通信に使用可能である場合には、通信ネ
ットワーク１３４は、ワイヤレス信号１３２を受信するように構成された適切なワイヤレ
ス送受信機を含んでもよい。その代わりに、もしくはそれに加えて、ポータブル電子デバ
イス１０８が、ワイヤレスインターネットが可能なシステムを介した通信に使用可能であ
る場合には、適切なモデム、ＷｉＦｉステーション、もしくは他の適切なワイヤレスロー
カルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）が、ワイヤレス信号１３２を受信するように構成さ
れてもよい。その代わりに、もしくはそれに加えて、ポータブル電子デバイス１０８は、
（図示されていない）ワイヤベースシステムへとその後結合されてもよく、ワイヤベース
システムは、電子メールメッセージ、別の電子メッセージングシステム、ブラウザなどを
使用して、通信ネットワーク１３４へと興味あるビデオに関して以前に保存された情報を
ダウンロードする。
【００１８】
　興味あるビデオに関して取得された情報は、幾つかの実施形態においては、その後、コ
ンテンツプロバイダシステム１１２へと、通信ネットワーク１３４を介して通信される。
コンテンツプロバイダシステム１１２は、コンテンツ送達システム１３６、ビデオ識別シ
ステム１３８および通信ネットワーク送受信機１４０を含む。通信ネットワーク送受信機
１４０は、コンテンツプロバイダシステム１１２と通信ネットワーク１３４とを通信可能
なように結合する。コンテンツプロバイダシステム１１２が通信ネットワーク１３４に通
信可能なように如何に結合されているのかに依存して、興味あるビデオに関して取得され
た情報は、適切なワイヤレス信号１４２もしくは適切なワイヤベース信号１４４を使用し
て受信される。コンテンツプロバイダシステム１１２の幾つかの実施形態は、興味あるビ
デオに関して取得された情報の受信を確認するために、ポータブル電子デバイス１０８に
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対して、確認メッセージを送信するように構成されてもよい。
【００１９】
　ビデオ識別システム１３８は、興味あるビデオを識別するために、ポータブル電子デバ
イス１０８によって取得された興味あるビデオに関して受信された情報を処理する。識別
は、タイトル１０４および／もしくはバーコード識別子１０６に基づいたものであっても
よい。捕捉された画像情報が提供されるときには、タイトル１０４および／もしくはバー
コード識別子１０６は、文字認識論理を使用して判定されてもよい。スキャンされた情報
が提供されるときには、タイトル１０４および／もしくはバーコード識別子１０６は、バ
ーコード識別子１０６の数値情報を識別するために、スキャンされたバーコード認識論理
を使用して判定されてもよい。音声情報が提供されるときには、タイトル１０４および／
もしくはバーコード識別子１０６は、音声認識論理を使用して判定されてもよい。キー入
力されたテキスト情報が提供されるときには、タイトル１０４および／もしくはバーコー
ド識別子１０６は、受信されたテキスト情報を使用して判定されてもよい。
【００２０】
　興味あるビデオがコンテンツプロバイダから利用可能である場合には、興味あるビデオ
は、その後、種々の方法で利用可能にされてもよい。例示的な一実施形態においては、興
味あるビデオは、メディア送達ネットワーク１１４を介してコンテンツプロバイダシステ
ム１１２からユーザのメディアデバイス１１０へと通信されて、任意で保存される。興味
あるビデオは、都合のよいときに、ユーザに対する提示用に、ビデオオンデマンドシステ
ムから提供されてもよい。その代わりに、もしくはそれに加えて、興味あるビデオのコピ
ーが、ユーザに対してメール送信されてもよい。
【００２１】
　メディアデバイス１１０の幾つかの実施形態は、その代わりに、もしくはそれに加えて
、ポータブル電子デバイス１０８から興味あるビデオに関する情報を受信するように構成
される。このような実施形態は、取得された情報を有する、携帯電話での通話などのワイ
ヤレス信号１４８を受信するように構成された通信システム送受信機１４６を含んでもよ
い。その代わりに、もしくはそれに加えて、通信システム送受信機１４６は、適切なワイ
ヤベース信号１５０を受信するように構成されてもよい。メディアデバイス１１０の幾つ
かの実施形態は、興味あるビデオに関して取得された情報の受信を確認するために、ポー
タブル電子デバイス１０８に対して、確認メッセージを送信するように構成されてもよい
。
【００２２】
　メディアデバイス１１０の幾つかの実施形態は、さらに、ビデオ識別システム１５２を
含んでもよい。ビデオ識別システム１５２は、興味あるビデオを識別するために、ポータ
ブル電子デバイス１０８によって取得された興味あるビデオに関して受信された情報を処
理する。識別は、文字認識論理、バーコードスキャン論理、音声認識論理などを使用した
、タイトル１０４および／もしくはバーコード識別子１０６に基づいたものである。
【００２３】
　ユーザにとって都合のよいある時間において、興味あるビデオは、メディア提示デバイ
ス１１８のディスプレイ１１６上に提示されてもよい。幾つかの実施形態においては、取
得された情報の画像１２８は、ユーザによる確認のために、ディスプレイ１１６上に提示
されてもよい。
【００２４】
　図２は、コンテンツプロバイダシステム１１２で実施されるビデオ情報および取得シス
テム１００の一実施形態のブロック図である。例示的なコンテンツプロバイダシステム１
１２は、複数のメディアデバイス１１０へとメディアコンテンツを提供するように構成さ
れる。さらには、コンテンツプロバイダシステム１１２は、特定のメディアデバイス１１
０へと識別された興味あるビデオを提供するように構成されてもよく、特定のメディアデ
バイス１１０は、ユーザのポータブル電子デバイス１０８を使用して、興味あるビデオに
関する情報を最初に取得したユーザに関連している。
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【００２５】
　例示的なコンテンツプロバイダシステム１１２は、複数の衛星２０２を使用して、複数
のメディアデバイス１１０へとメディアコンテンツを提供する。各々の衛星２０２は、衛
星アンテナ２０６からアップリンクされた伝送チャンネル２０４を受信する。アップリン
クされた伝送チャンネル２０４は、複数の多重化コンテンツストリームを含む。衛星信号
２０８は、受信アンテナ２１０へと通信される。受信された衛星信号２０８は、メディア
デバイスにおいて受信かつ処理される。
【００２６】
　例えば、図示されたメディアデバイス１１０およびそれに結合されたアンテナ１４２は
、衛星２０２ａによって情報を提供される（サービスを受ける）地理的領域に位置しても
よい。ここで、衛星アンテナ２０６ａは、衛星１１０ａに対して、伝送チャンネル２０４
ａをアップリンクする。メディアデバイス１１０において受信されたメディアコンテンツ
は、その後、メディア提示デバイス１１８のディスプレイ１１６上に提示されてもよい。
【００２７】
　コンテンツ送達システム１３６は、プログラミングストリーム受信システム２１２、オ
プションの伝送チャンネル生成システム２１４およびオプションのビデオオンデマンド（
ＶＯＤ）システム２１６を含む。プログラミングストリーム受信システム２１２は、種々
のコンテンツプロバイダから複数のメディアコンテンツストリームを受信するように構成
される。コンテンツプロバイダの実施例は、国営放送ネットワーク、ローカル系列放送局
、専門番組プロバイダ、ニュースチャンネルプロバイダ、プレミアム映画チャンネルプロ
バイダ、スポーツネットワークなどを含むが、そのいずれにも限定はされない。メディア
コンテンツストリームは、任意の適切な方法で受信されてもよい。オプションの伝送チャ
ンネル生成システム２１４は、プログラミングストリーム受信システム２１２によって提
供されたメディアコンテンツストリームのうちの選択された一つから、アップリンク伝送
チャンネル２０４を生成する。
【００２８】
　オプションのＶＯＤシステム２１６は、顧客に対して後で送達するために、選択された
メディアコンテンツを格納する。ＶＯＤシステム２１６から利用可能なメディアコンテン
ツのうちの幾つかは、送達および／もしくはアクセス用に割増料金を必要とする可能性が
ある。ＶＯＤシステム２１６に格納された他のメディアコンテンツは、メディアコンテン
ツプロバイダとのサービス契約などの一部として、ユーザに対して自由に利用可能である
可能性がある。衛星ベースコンテンツシステムにおいては、認可コードなどがメディアデ
バイス１１０に対して提供され、ユーザはＶＯＤシステム２１６から利用可能なメディア
コンテンツへとアクセスしてもよい。
【００２９】
　代替の実施形態は、代替のシステムを使用して複数のメディアデバイス１１０へとメデ
ィアコンテンツを提供してもよい。例えば、コンテンツプロバイダシステム１１２は、（
他のタイプのメディア通信ネットワークと併せて）ケーブルシステムを使用してもよい。
このようなシステムにおいては、メディアコンテンツは、光ファイバネットワークなどの
高容量通信システムを使用して、ローカルエリアコンテンツプロバイダシステム１１２へ
と提供される。その後、個々のメディアデバイス１１０は、ローカルエリアコンテンツプ
ロバイダシステム１１２から伝送される同軸ケーブルネットワークを介してメディアコン
テンツを受信する。ケーブル送達システムにおいて実施されるビデオ情報および取得シス
テム１００の幾つかの実施形態は、特定のメディアデバイス１１０へと、ＶＯＤシステム
２１６から利用可能な選択されたメディアコンテンツを直接提供してもよい。
【００３０】
　ビデオ識別システム１３８は、プロセッサシステム２１８および／もしくはメモリ２２
０を含む。文字認識エンジン２２２、バーコード識別エンジン２２４および音声認識エン
ジン２２６は、メモリ２２０に存在する。文字認識エンジン２２２は、プロセッサシステ
ム２１８によって検索かつ実行されるとき、捕捉された画像情報、スキャンされた情報、
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および／もしくはキー入力されたテキスト情報から情報を識別するように構成された任意
の適切な文字認識論理を使用して、タイトル１０４を識別する。興味あるビデオは、その
後、タイトル１０４を使用して、および／もしくはバーコード識別子１０６の数値情報に
よって識別することができる。その代わりに、もしくはそれに加えて、バーコード識別エ
ンジン２２４は、プロセッサシステム２１８によって検索かつ実行されるとき、捕捉され
た画像情報、スキャンされた情報、および／もしくはキー入力されたテキスト情報からバ
ーコード識別子１０６の数値情報を識別する。その代わりに、もしくはそれに加えて、音
声認識エンジン２２６は、プロセッサシステム２１８によって検索かつ実行されるとき、
受信された音声情報から情報を識別するように構成された、任意の適切な音声、音楽、お
よび／もしくはダイアログ認識論理を使用して、タイトル１０４を識別する。文字認識エ
ンジン２２２、バーコード識別エンジン２２４および／もしくは音声認識エンジン２２６
は、幾つかの実施形態においては、ともに統合され、ならびに／または、（図示されてい
ない）他の論理と統合されてもよい。
【００３１】
　さらには、識別された興味あるビデオは、特定のユーザ、そのユーザによって使用され
る特定のポータブル電子デバイス１０８および／もしくはそのユーザによって動作する特
定のメディアデバイス１１０に関連付けられる。例えば、取得された情報は、特定のユー
ザを識別するか、さもなければ特定のユーザに関連付けられる、一意的なユーザ識別子を
含んでもよい。ユーザ識別子は、ポータブル電子デバイス１０８の携帯電話番号、ＳＩＭ
カード番号、シリアル番号などであってもよい。その代わりに、もしくはそれに加えて、
ポータブル電子デバイス１０８から受信された取得された情報は、ユーザの名前、ユーザ
の口座情報、もしくはユーザおよび／もしくはポータブル電子デバイス１０８に関連付け
られたメディアデバイス１１０の識別子などの専用の識別子を含んでもよい。
【００３２】
　興味あるビデオが現時点で提示される予定がある状況においては、ビデオ情報および取
得システム１００の実施形態は、関連するスケジュール情報および／もしくは興味ある関
連情報を示す通知を、ユーザのメディアデバイス１１０に対して提供してもよい。興味あ
るビデオが、ＶＯＤシステム２１６から現在利用可能である実施形態においては、興味あ
るビデオの利用可能性に関して、通知が送信されてもよい。通知は、ポップアップウイン
ドウなどでもよい。ユーザは、その後、都合のよいときに、ＶＯＤシステム２１６から興
味あるビデオにアクセスしてもよい。
【００３３】
　興味あるビデオがペイフォービュータイプのビデオである場合には、ユーザは、興味あ
るビデオに対して請求される可能性がある。あるいは、ユーザは、支払をするように要求
されるかもしれない。支払によって、必要に応じて、興味あるビデオは、ユーザのメディ
アデバイス１１０もしくは別の接続されたビデオ記憶デバイスで提示もしくは格納するた
めに、ユーザのメディアデバイス１１０へと通信することが可能となる。
【００３４】
　コンテンツプロバイダシステム１１２のコンポーネントおよびシステムは、ビデオ情報
および取得システム１００の種々の実施形態の概念の説明を容易にするために、概要を記
述されたことを理解されたい。したがって、コンテンツプロバイダシステム１１２は、本
明細書に記述されていない他のコンポーネントおよび／もしくはシステムを含んでもよい
。
【００３５】
　図３は、メディアデバイス１１０で実施されるビデオ情報および取得システム１００の
一実施形態のブロック図である。ビデオ情報および取得システム１００の実施形態は、テ
レビ（ＴＶ）、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ゲームデバイスもしくはパーソナルコンピュー
タ（ＰＣ）などの他のメディアデバイスで実施されてもよいが、そのいずれにも限定はさ
れない。
【００３６】
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　例示的なメディアデバイス１１０は、プログラムコンテンツストリームインターフェイ
ス３０２、プロセッサシステム３０４、メモリ３０６、プログラムバッファ３０８、オプ
ションのデジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）３１０、提示デバイスインターフェイス３１
２、リモートインターフェイス３１４およびオプションの通信システム送受信機１４６を
含むが、限定はされない。メモリ３０６は、文字認識エンジン３１６、バーコード識別エ
ンジン３１８、音声認識エンジン３２０およびビデオ処理論理３２２を格納するための部
分を含む。幾つかの実施形態においては、文字認識エンジン３１６、バーコード識別エン
ジン３１８、音声認識エンジン３２０および／もしくはビデオ処理論理３２２は、ともに
統合されてもよいし、ならびに／または他の論理と統合されてもよい。他のメディアデバ
イス１１０は、上述されたメディア処理コンポーネントのうちの幾つかを含んでもよいし
、または上述されたメディア処理コンポーネントのうちの幾つかを省いてもよい。さらに
は、本明細書で記述されていない追加のコンポーネントが、代替の実施形態において含ま
れる可能性がある。
【００３７】
　概して、ビデオ識別システム１５２は、プロセッサシステム３０４、文字認識エンジン
３１６、バーコード識別エンジン３１８、および／もしくは音声認識エンジン３２０で構
成される。ここで、プロセッサシステム３０４は、ビデオ処理論理３２２を実行するとき
など、他のメディア処理機能を実施する。さらには、他の論理および情報がメモリ３０６
に存在してもよい。しかしながら、代替の実施形態においては、プロセッサシステム３０
４および／もしくは文字認識エンジン３１６、バーコード識別エンジン３１８および／も
しくは音声認識エンジン３２０を有するメモリ３０６は、専用プロセッサシステムおよび
／もしくはメモリとして、其々分離して実装されてもよい。
【００３８】
　メディアデバイス１１０は、ここではセットトップボックスであるが、その機能は、こ
こで概して記述される。メディアコンテンツプロバイダは、一つ以上の伝送チャンネルに
多重化された、一つ以上の複数のプログラムコンテンツストリーム３２４で受信されるプ
ログラムコンテンツを提供する。プログラムコンテンツストリーム３２４を有する伝送チ
ャンネルは、メディアコンテンツプロバイダによって動作するコンテンツプロバイダシス
テム１１２からメディアデバイス１１０へと通信される。
【００３９】
　一つ以上のプログラムコンテンツストリーム３２４は、プログラムコンテンツストリー
ムインターフェイス３０２によって受信される。プログラムコンテンツストリームインタ
ーフェイス３０２における一つ以上のチューナ３０２ａは、プロセッサシステム３０４か
ら受信された命令に従って、プログラムコンテンツストリーム３２４のうちの一つへと選
択的に同調させる。プロセッサシステム３０４は、ユーザによって特定された興味あるプ
ログラムに対する要求に基づいて、ビデオ処理論理３２２を実行し、興味あるプログラム
に関連付けられるプログラムコンテンツをパーズ（解析）する。興味あるプログラムは、
その後、プログラムバッファ３０８によって格納されうるビデオおよび／もしくは音声情
報のストリームへとアセンブルされ、プログラムコンテンツは、提示デバイスインターフ
ェイス３１２を介して、メディア提示デバイス１１８などのメディア提示デバイスへとス
トリームされ（流れ）うる。その代わりに、もしくはそれに加えて、パーズされたプログ
ラムコンテンツは、その後の提示用に、ＤＶＲ３１０へと保存されてもよい。
【００４０】
　例示的なメディアデバイス１１０は、リモート制御３２６を介してユーザからのコマン
ドを受信するように構成される。リモート制御３２６は、ボタンなどの一つ以上のコント
ローラ３２８を含む。一つ以上のコントローラ３２８によって動作させることによって、
ユーザは、リモート制御３２６に、メディアデバイス１１０へとワイヤレス信号３３０を
介してコマンドを生成させ、かつ送信させる。コマンドは、メディアデバイス１１０を制
御する、ならびに／またはメディア提示デバイス１１８を制御する。ワイヤレス信号３３
０は、赤外線信号もしくはＲＦ信号であってもよい。
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　本明細書で記述されるように、ビデオ情報および取得システムの実施形態は、メディア
デバイス１１０を動作させるように構成され、興味あるビデオの識別後に、ユーザは、興
味あるビデオを提供される、ならびに／または、興味あるビデオの予定された提示の通知
を受信する。例示的な一実施形態においては、通知はポップアップウインドウなどであっ
てもよい。例えば、興味あるビデオがコンテンツプロバイダシステム１１２におけるＶＯ
Ｄシステム２１６（図２）において利用可能である場合には、興味あるビデオは、ＤＶＲ
３１０へとダウンロードされてもよい。その代わりに、もしくはそれに加えて、通知は、
メディア提示デバイス１１８のディスプレイ１１６上および／もしくはユーザのポータブ
ル電子デバイス１０８のディスプレイ１２６上に提示されてもよく、ＶＯＤシステム２１
６からの興味あるビデオの利用可能性を示す。
【００４２】
　興味あるビデオがペイフォービュータイプのプログラムである場合には、ユーザは、興
味あるビデオに対するアクセスのために支払をするならびに／または請求される可能性が
ある。幾つかの実施形態は、請求の前に、ユーザからの認可および／もしくは確認を要求
する。例示的な一実施形態においては、メディアデバイス１１０が動作するとき、ポップ
アップ通知がユーザに対して提示される。認可および／もしくは確認は任意の適切な時に
メディアデバイス１１０を介して処理することができ、ならびに／または、ポータブル電
子デバイス１０８で処理されてもよい。例えば、認可および／もしくは確認は、興味ある
ビデオを識別するために使用される情報を取得するために、ユーザがポータブル電子デバ
イス１０８を使用するときに、実施することができるが、限定はされない。
【００４３】
　メディアデバイス１１０の幾つかの実施形態は、興味あるビデオを識別するために使用
される取得された情報を受信するように構成される。例えば、興味あるビデオの取得され
た画像情報は、適切なワイヤレス信号１４８もしくはワイヤベース信号１５０を介して受
信され、メモリ３０６に格納されてもよい。取得された情報の画像１２８は、確認のため
に、ディスプレイ１１６上にユーザに対して提示されてもよい。それに加えて、もしくは
その代わりに、興味ある補足情報は、コンテンツプロバイダシステム１１２から提供され
、ディスプレイ１１６上に提示されてもよい。例えば、電子プログラムガイドデータベー
スからの情報が検索され、ユーザに対して提示されてもよい。
【００４４】
　幾つかの用途においては、メディア送達ネットワーク１１４および通信ネットワーク１
３４は、ともに統合されてもよいし、または、同一のネットワークであってもよい。例え
ば、同軸ケーブルシステムは、ユーザに対して、電話サービスと種々のメディアコンテン
ツを提供するように構成されてもよい。例えば、ユーザは、メディアデバイス１１０がイ
ンストールされた位置において、別の人に電話するために、ユーザのポータブル電子デバ
イス１０８を使用してもよい。同一のネットワークは、メディアデバイス１１０へと興味
あるビデオのために取得された画像情報を送達し、かつ、その後に、メディアデバイス１
１０へと興味あるビデオを提供することが可能である。
【００４５】
　ビデオ情報および取得システム１００の上述された実施形態は、本発明の実施の単なる
可能性のある実施例に過ぎないことが強調されるべきである。多くの変形および改変が上
述された実施形態に対してなされてもよい。このような改変および変形の全ては、本開示
の範囲内に含まれ、添付の請求項によって保護されることを意図される。
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【請求項１】
　ポータブル電子デバイスによって取得される情報を使用して興味ある複数のビデオを識
別するための方法であって、
　興味あるビデオのタイトルの捕捉された画像に関して前記取得された情報を受信するス
テップであって、前記取得された捕捉された画像情報は、前記ポータブル電子デバイスに
よって取得されたものである、ステップと、
　前記取得された捕捉された画像情報に基づいて、興味ある前記ビデオの素性を判定する
ステップであって、興味ある前記ビデオの前記素性は、前記捕捉された画像における前記
タイトルのテキスト情報に基づいて、興味ある前記ビデオの前記タイトルを判定するよう
に構成された文字認識エンジンを使用して判定される、ステップと、
　興味ある前記ビデオをメディアデバイスへと通信するステップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　携帯電話ベース通信ネットワークから前記取得された情報を受信するステップを含み、
　前記携帯電話ベース通信ネットワークへと、前記ポータブル電子デバイスから伝送され
たワイヤレス信号を使用して、前記取得された情報が通信される、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　興味ある前記ビデオの前記タイトルの前記テキスト情報を有する捕捉された画像を受信
するステップと、
　興味ある前記ビデオの前記タイトルを判定するように構成された前記文字認識エンジン
を使用して、前記受信された捕捉された画像における興味ある前記ビデオの前記タイトル
の前記テキスト情報を識別するステップと、
　前記識別されたテキスト情報に基づいて、興味ある前記ビデオの前記タイトルを判定す
るステップと、
を 含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　興味ある前記ビデオに関連するバーコードの捕捉された画像を受信するステップを含み
、
　興味ある前記ビデオの前記素性は、前記バーコード識別子の複数の数字を判定するよう
に構成された前記文字認識エンジンを使用して判定される、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　スキャンされたバーコードを受信するステップを含み、興味ある前記ビデオの前記素性
は、前記バーコード識別子の前記複数の数字を判定するように構成されたバーコード識別
エンジンを使用して判定される、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　興味ある前記ビデオのタイトルに対応する音声情報を受信するステップを含み、
　興味ある前記ビデオの前記素性は、興味ある前記ビデオの前記タイトルを判定するよう
に構成された音声認識エンジンを使用して判定される、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　メディアデバイスへと興味ある前記ビデオを通信するステップは、
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　ビデオオンデマンドシステムから興味ある前記ビデオを検索するステップを含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　興味ある前記ビデオは、ペイフォービュービデオであって、メディアデバイスへと、興
味ある前記ビデオを通信するステップは、
　前記メディアデバイスへと支払い通知を通信するステップと、
　前記ペイフォービュービデオ用の支払の認可を受信するステップと、
を含み、
　興味ある前記ビデオは、前記ペイフォービュービデオ用の前記支払の前記認可を受信す
るステップに応じて通信される、
ことを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ペイフォービュービデオ用の前記支払の前記認可を受信するステップは、
　前記ポータブル電子デバイスから、前記ペイフォービュービデオ用の前記支払の前記認
可を受信するステップを含む、
ことを特徴とする請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記メディアデバイスへと通知を通信するステップをさらに含み、前記通知は、興味あ
る前記ビデオの予定された提示に関する情報を含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記メディアデバイスへと前記捕捉された画像を通信するステップをさらに含む、
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ポータブル電子デバイスによって取得された情報に基づいて識別される、興味ある複数
のビデオを提示するように構成されたメディアデバイスであって、
　メディア送達ネットワークに結合され、コンテンツプロバイダシステムから複数のプロ
グラムコンテンツストリームを受信するように構成されたプログラムコンテンツストリー
ムインターフェイスと、
　文字認識エンジンを格納するように構成されたメモリと、
　前記ポータブル電子デバイスによって取得された捕捉された画像情報を受信するように
構成された通信システム送受信機であって、前記受信された捕捉された画像情報は、興味
あるビデオのタイトルの少なくともテキスト情報を含む、通信システム送受信機と、
　前記プログラムコンテンツストリームインターフェイス、前記メモリおよび前記通信シ
ステム送受信機と通信可能なように結合されたプロセッサシステムであって、前記プロセ
ッサは、前記捕捉された画像における前記認識されたテキスト情報に基づいて、興味ある
前記ビデオを識別するために前記文字認識エンジンを実行するように構成された、プロセ
ッサシステムと、
　メディア提示デバイスへと、興味ある前記ビデオに対応する前記複数のプログラムコン
テンツストリームのうちの少なくとも一つを通信するように構成された提示デバイスイン
ターフェイスと、
を含み、
　興味ある前記ビデオは、前記ポータブル電子デバイスによって取得された捕捉された画
像情報に基づいて識別される、
ことを特徴とするメディアデバイス。
【請求項１３】
　興味ある前記ビデオは、ビデオオンデマンドシステムから検索される、
ことを特徴とする請求項１２に記載のメディアデバイス。
【請求項１４】
　前記プロセッサシステムと通信可能なように結合された前記メモリは、バーコード識別
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エンジンを格納するようにさらに構成され、
　前記プロセッサシステムと通信可能なように結合された前記通信システム送受信機は、
前記ポータブル電子デバイスから取得された、スキャンされたバーコード情報を受信する
ようにさらに構成され、
　前記プロセッサシステムは、前記バーコード識別子の数字に基づいて、興味ある前記ビ
デオを識別するために、前記バーコード識別エンジンを実行するようにさらに構成され、
　興味ある前記ビデオは、ビデオオンデマンドシステムから検索される、
ことを特徴とする請求項１２に記載のメディアデバイス。
【請求項１５】
　ポータブル電子デバイスによって取得された捕捉された画像情報を使用して、興味ある
複数のビデオを識別するための方法であって、
　興味あるビデオに関して前記取得された捕捉された画像情報をメディアデバイスで受信
するステップであって、前記取得された捕捉された画像情報は、前記ポータブル電子デバ
イスによって取得されたものであり、かつ、興味ある前記ビデオの前記タイトルのテキス
ト情報を含むステップと、
　前記取得された捕捉された画像情報における前記テキスト情報に基づいて、興味ある前
記ビデオの素性を判定するステップと、
を含む、
ことを特徴とする方法。
【請求項１６】
　興味ある前記ビデオの前記素性は、前記取得された捕捉された画像情報における前記テ
キスト情報の認識に基づいて、興味ある前記ビデオの前記タイトルを判定するように構成
された文字認識エンジンを使用して判定される、
ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　提示デバイスへと前記捕捉された画像を通信するステップをさらに含み、前記提示デバ
イスは、ディスプレイ上に前記捕捉された画像を提示するように構成される、
ことを特徴とする請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　興味ある前記ビデオに関連付けられたバーコードの補足された画像を受信するステップ
を含み、
　興味ある前記ビデオの前記素性は、前記バーコード識別子の前記複数の数字を判定する
ように構成された文字認識エンジンを使用して判定される、
ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ポータブル電子デバイスから前記取得された情報を受信するステップは、
　スキャンされたバーコードを受信するステップを含み、興味ある前記ビデオの前記素性
は、前記バーコード識別子の前記複数の数字を判定するように構成されたバーコード識別
エンジンを使用して判定される、
ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
【請求項２０】
　興味ある前記ビデオをビデオオンデマンドシステムから検索するステップをさらに含む
、
ことを特徴とする請求項１５に記載の方法。
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